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中学生の飲酒に対する価値感とコマーシャルの影響
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かって,アルコール問題の大半は成人に関するものが

中心であった.しかし,最近のアルコール消費量の急激

な増加は,成人男子が毎日飲酒するだけでは説明でき

ず,女性や高齢者,青少年等,従来,積極的に飲酒人口

に組み入れられなかった人々の流入によることが説明さ

れている1).

特に,青少年の飲酒は,成人での恒常的な飲酒パター

ン形成へのいわば ｢一里塚｣であり,さらに,米国での

青少年のアルコール問題も,早晩,日本に上陸すると言

われている1).

従って,青少年の飲酒は,量的な面だけが問題なので

はなく,飲酒に対する質的な面,即ち,飲酒に対する価

値感や,飲酒行動がどのように形成されていくのかとい

う視点が重大な意味をおぴてくると思われる.

これらの飲酒行動形成過程全体を解明するためには,

もちろん,我が国における,社会経済,文化に至るあら

ゆる面からの詳細な考察が必要であるが,今回は,青少

年を取 りまく飲酒環境の中で,現代に特徴的なファクタ

ーとして,主に,｢マスコミにおける,お酒のコマーシャ

ル｣問題を取 り上げた.

特に,テレビ,ラジオでの宣伝は,大人,子供の別を

問わず,かつ,好むと貯まざるとにかかわらず,毎月,

視聴者に語 りかけて きている.そこで,われわれは,

このような風潮が,青少年の飲酒に対する意識にどの

ような影響を与えて いるかを把糧する為,アンケート

調査を実施した.又,青少年の飲酒行動に関する調査

は,従来,大学生や高校生が中心であった1卜6)が,｢意

識形成｣という観点から,研究対象をより若年で,か

つ,アンケ-ト調査が可能な年代である ｢中学生｣とし

た.

調 査 方 法

蓑1に示したアンケートを新潟市内の某中学2,3年

生の男女368名 (男182名, うち,2年80名,3年 102

名,女 186名,うち2年95名,3年91名)に無記名で記

入してもらい回収した.

Ll刺又された のは男179名 (95.6%),女 175名 (94.1

%)であった.

調 査 結 果

アンケート調査結果について,以下に, 1.結果の概

要, 2.コマーシャルとの関係, 3.集団の方向性に分

けて紹介する.

1, 結果の概要

調査の学年別,男女別結果を表 2に示す.又,全設問

において,学年別,男女別に回答の割合について x2検

定を行ない,有意の差が認められた設問については表 3

に示した.

以下,設問ごとに概略を述べる.

設問 (2)ニ｢お酒｣の必要性については,全体で43.0

%が ｢どちらかといえば,あった方がよい｣として最も
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多 く,｢必要である｣の21.2%を加えると肯定的な意見

が64.2%を占めた.

設問 (3): 大人になったら ｢お酒｣を飲みたいと思 う

か,という問いに対してほ, 全体では,｢わからない｣

と答えた者が44.70/Oと最も多く,ついで ｢はい｣が38.4

%となった.又,｢いいえ｣は女の万に 多かった (Pく

0.001).

設問 (4): (3)での ｢ほい｣の理由については,｢友人

とのつきあいに必要であるから｣が47.8%と最も多かっ

た .

設問 (5): (3)でい ｢いのえ｣の理由については,｢健

康に悪いと思うから｣が39.0010と最も多く,ついで ｢お

いしくないから｣か32.2%であった.

設問 (6): テレビの ｢お酒｣のコ7-シャルに対する

反応は,｢自分には関係のないことだと思 う｣が41.5%

と最も多く,ついで ｢自分もいつかは飲んでみたいと思

う｣が32.7%であった.一方,｢｢お酒｣のコマーシャル

はキライなのでやめてほしい｣ と答えた者は0.9%にす

ぎなかった.

設問 (7):｢お酒｣の経験については, 全体の60.1%

が ｢ある｣ と答え,｢ない｣ と答えた者は19.2%にとど

まった .

設問 (8トA: ｢お酒｣の初飲時期は･男女とも小学校

六年生としているものが最も多く,全体で18.7%を占め

た.又,小学校五年生から中学校一年生 までの3年間

で,全体の44.4%を占めている.

設問 (8トB: ｢お酒｣の初飲のきっかけとしてほ,お

正月 ･大晦日が全体で37.8%と最も多かったが,特別な

年中行事や旅行と関係なく ｢夕食の時等｣が31.1%を占

めていた.

表 2 結 果

最近､テ L,ビ等で ｢お酒｣のコマー シャルがよくあります｡
せた ｢お酒｣を飲んで事故をかこした とい うニュースも
粥かれますoそこで中学3年生の皆さんに｢お酒｣について
ふだん感 じていることを卦閃かせ磨いたい と思いtす｡

名前を青 く必要はお 力ませんので､あDのまま答えて下さい.

以下の質問の該当するところにマルなつけて下さいD

｢理由｣はい くっても隊当するものにマルなつけて下書い｡
カッコ内は該 当理由を記入 して下さho

l/)私は (1･男 子 2･女 子 ) 学生です｡

(1)世の中に ｢生憎 ｣(ビール､ 日本酒､ウイスキー､ ワイン
等)壮必要 と思vlますか 7

1.必要である

2.どちらか といえばヽあった方がよい

3. 〝 丑レヽ方がよい

4.絶対乗止すべきである

5.わか らない

(3)あなたは､大^忙たった ら ｢お酒｣を軟みたい と思い
ますか ?

1.ケ土 レゝ

2.い レヽ え

3.わか らない

(V) (J) で ｢は い｣ と答えた人はなぜですか ?

1.おい しいか ら

2.健康に上い と思 うか ら

3.友人 とのつ きあいで必要であるか ら

4..その他 (

〔∫)(3)で ｢レ叫 え｣と答えた人吐なぜですか ?
1.おい しくないか ら

2.健康に悪い と思 うか ら

3.事故や非行につながるか ら

4.お酒に酔うの仕上くない と思 うか ら

5.その他 (

亡占)テレビ等で ｢お酒｣のコマーシャルを見てどう思い
ますか 7

1.自分 もいつか比飲んでみたい と思 う

2. 自分Kは関係のないことだ と思 う

3. ｢お酒｣のコマー ソ十ルはキティをのでヤめて
ほ しい

4.その他 (

の 概 略

(2年 男79名,女89名, 3年 男95名,女86名〕

2 年 3 年

設 問 男 (%) l 女 (形) 男 (%〕 l 女 (%〕

(2) ｢お酒｣の必要性

1. 必要である

2. どちらか言えばあった方がよい

3. どちらか言えばない方がよい

4. 絶 対 禁 止

5. わからない

6. 無 回 答

79(100.0)

22( 27.8〕

32(40.5 )

5( 6.3)

2( 2.5)

18(22.8)

0(0.0)

89(100.0)
16(18.0)

37〔41.6)

ll(12.4)

2 ( 2.2〕

2 3 (25.8 )

0(0.0)

95(100.0)

23(24.2)

39((41.1)

9( 9.5)

1( 1.1)

22(23.2)

1( 1.1)

86(100.0)

13(15.1)

42(48.8)

ll(12.8)

1( 1.2)

18(20.9)

1( 1.2)
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表 1

(7)あなたは ｢お酒｣を飲んだことが巷bますか ?

1.あ る

2.な い

3.吐っきり憶えてい75:h

(g) (7) で ｢ある｣と答えた^のみ､次の質問に答えて
下さい｡

A･比 じめて ｢お酒Jを飲んだのはいつですか ?
(例 : 小学校 占年生の頃)

a.それ吐どんな時ですか ?

(例 : お正月に家族で ･･I)

a.最初に｢お酒｣を飲んだ時､ どんな感 じでしたか ?
1･おい しかったのでまた軟みたい と思った

2,おい しくなかったので二度 と求みた くない と思った

3･その他 ( )

D･今年VEなってから ｢お憎｣を飲んだことのある人は答え
て下書vL｡

1.何を飲みtしたか ? (例 :ど-〟)

2･ どれ くらい飲みせしたか ? (例 :コップ/柿)

3.誰 と飲みtしたか ? (例 :家族 と･･)

(9) (7)で ｢ない｣と答えた人のみ､政の質問に答えて
下さhD

｢お酒｣を飲まないのはなぜですか ?

1･｢お酒｣を飲んではいけなvLと強い意志をもってh る
2.親に飲んで比いけないと言われている

3･その他 ( )

(/0) ｢お酒｣を飲みすぎると健康に惑 い影響がでます.
｢お酒｣の影響について辞 しく知Dたい と思いますか ?
1.拙 い

2.レ1レlえ

3.そ の 他 (
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(//)最近､女性の飲酒者が増加 しているといわれtす
が､あなたはどう思いぜすか ?

1.上いことだと思 う

2. 上くないことだ と思 う

3.時と場合に上る

4.その他 ( )

(/.日妊娠中のアルコール飲用が胎児忙影響を与え且
とい うことを開いたことがあbますか ?

1.あ る

2,な レヽ

(/3) ｢あ る｣と答えた^仕何で知btしたか 7

1.本 ･雑誌

2.新 聞

3.テ レビ

4. 5 ･}*

5.人か ら

6.その他 (

(/y)あなた自身､妊娠中の丁ルコール飲用が胎児に
影響すると思いますか ?

1.影響すると思 5

2.影響 しない と思 9

3.わか らたい

4.その他 (

(/5) ｢影響する｣と思 う^仕､ どの上うな影響がある
と思いますか ?

1.奇形児が生まれる

2.知恵お くれになる

3.度弱体質になる

4.障害児が生まれる

5.発育を妨げる

6. 上くわか らない

7.その他 (

-御協力あbがとうございました-

新帝大学医学部衛生学裁量

(3) 大 人 に な った ら酒 を飲む

1. は い

2. い い え

3. わか らない

4. 無 回 答

79(100.0)

40(50.6)

10(12.7)

29(36.7)

0(0.0)

89(100.0〕

31(34.8)

16(18.0)

42(47.2〕

0(0.0)

95〔100.0)

36(37.9)

8( 8.4)

51(53.7)

0(0.0)

86〔100.0〕

27(31.4)

25(29.1)

34(39.5)

o(0.0)

(4)(3)での ｢は い｣ の理 由

1. お い し い

2. 健康 に よい

3. 友人 とのつ きあい

4. そ の 他

5. 無 回 答

40(100.0)

12(30.0)

2( 5.0)

20(50.0)
4(10.0)

2 ( 5.0)

31(100.0)

15(48.4)

0(0.0)
13( 41.9〕

2 ( 6.5〕

1 ( 3.2)

36(100.0)

8(22.2)

4(ll.1)

20 (55.6)

4(ll.1)

0 ( 0.0)

27(100.0)

5(18.5)

4(14.8)

ll(40.7)

5(18.5)

2( 7.4)
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(5)(3)での ｢いいえ｣の理由

1. おいしくない

2. 健康に悪い

3. 事故や非行につながる

4. お酒に酔 うことがダメ

5. そ の 他

6. 無 回 答

10(100.0)

4(40.0)

5(50.0)

0(0.0)
0(0.0)
0(0.0)
1(10.0)

16(100.0)

5(31.3)

6(37.5)

1( 6.3)

3(18.8)

1( 6.3)

0(0.0)

8(100.0)
3(37.5)

2(25.0)

2(25.0)

1(12.5)

0( 0.0〕

0(0.0)

25(100.0)

7(28.0)

10〔40.0)

2( 8.0〕

2〔 8.0)

2( 8.0)

2( 8.0)

(6) お酒のコマーシャル

1. 自分もいつかは

2. 自分と関係ない

キ

そ

無

3

4

5

ラ

の

回

イ

他

答

79(100.0)

26(32.9)

38(48.1)

2( 2.5)

13(16.5)

0(0.0)

89(100.0)
33(37.1〕

36(40.4)

0(0.0)
19(21.3)

1( 1.1〕

95(100.0〕
34(35.8〕

34(35.8)

1( 1.1〕

22(23.2)

4( 4.2〕

86(100.0)

21(24.4)

37(43.0)

0〔0.0)
26(30.2〕

2( 2.3)

(7) 飲 酒 経 験
1. あ る

2. な い

3. はっきりしない

4. 無 回 答

79(100.0〕
56(70.9)

12(15.2)

ll(13.9)

0(0.0)

89(100.0)

68(76.4)

15(16.9)

6( 6.7)

0(0.0)

95〔100.0)
62(65.3)

20(21.1〕

13(13.7)

0(0.0)

86〔100.0)
55(64.0)

20(23.3)

ll(12.8)

0(0.0)

(8トA

初 飲 時 期

小 学 校 人

中

前

1

二

三

四

五
六

学

中 一

無回答 ･不 明

(8トB

初飲のきっかけ

1. 正月や大晦日

2. 冠 婚 葬 祭

3. 旅 行

4. 普通の夕食等

5. 無 回 答

56(100.0)

1( 1.8)

2( 3.6)

2( 3.6)

4( 7.1)

3( 5.4)

20(35.7)

8(14.3)

4( 7.1)

1〔 1.8)

ll(19.6)

68(100.0〕

2( 2.9)

5( 7.4)

3( 4.4)

5( 7.4)

13(19.1)

ll(16.2)

7(10.3)

9(13.2)

1( 1.5)

12(17.6)

56(100.0)

20(35.7)

9〔16.1)

3( 5.4)

9(16.1)

15(26.8)

62(100.0)

4( 6.5)

2( 3.2)

3( 4.8)

3( 4.8)

8(12.9〕

6( 9.7)

ll(17.7)

6( 9.7)

2〔 3.2)

3〔 4.8〕

14(18.3)

55〔100.0)
5〔 9.1)

4( 7.3)

4( 7.3)

5( 9.1)

6(10.9)

8(14.5)

6(10.9〕

4( 7.3)

3( 5.5)

0(0.0)
10(18.2)

68(100.0)
31(45.6)

6( 8.8)

2( 2.9)

23(33.8)

6( 8.8)

62(100.0)
23(37.1)

5( 8.1)

3〔 4.8)

22(35.5)

9(14.5)

55(100.0)
17(30.9)

12(21.8)

2( 3.6〕

21(38.2)

3( 5.5)

(8)-C

初飲時の ｢お酒｣の感 じ

1. おいしかったのでもう一度

2. おいしくなかったのでもう二度と

56(100.0)

19〔33.9)

22〔39.3〕

14(25.0)

1( 1.8)

68〔100.0)
19(27.9)

24(35.3)

22(32.4)

3( 4.4)

62(100.0)

10(16.1)

25(40.3)

26〔41.9)

1( 1.6)

55(100.0〕

5( 9.1〕

26(47.3)

21(38.2〕

3( 5.5〕
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(8トD

今年になってからの飲酒

1. 何を 2. どれ柾

ビ ー ル コップ1杯以下

〃1杯
4 1杯以上

ワ イ ン コップ1杯以下

/rl杯
41杯以上

日 本 酒 コップ1杯以下

// 1杯

ウイスキー コップ1杯以下

4 1杯

〃1杯以上
チュ--イ コップ1杯以下

J</1#
4 1杯以上

そ の 他 コップ1杯以下

/Yl*

% 省 略

iF1

6

2

3

2

2

6

1

2

1

2

0
0
0
0
0

% 省 略

0

4

1

1

5

3

0
QU
1

1

0

0

l

1

0

% 省 略

8

5

3

2

3

1

4

1

4

1

0
02
0
2

1

% 省 略

4

1

ウ山

3

5

0
0

1

1

0
0
2

1

1

1

(8トD-3

誰と飲んだか

1. 衣

2. 友

3.-
4. そ

族

人

人

他の

37(100.0)

34(91.9)

2( 5.4)

1( 2.7)

0( 0.0〕

40(100.0)

35(87.5)

4(10.0)

1( 2.5)

0( 0.0〕

39(100.0)

28(71.8〕

3〔 7.7〕

7〔17.9)

1( 2.6)

33(100.0)

22(66.7)

5(15.2)

5(15.2)

1( 2.9)

(7)の ｢ない｣の理由
1. 飲まない強い意志

2. 親の言いつけ

3. そ の 他

4. 無 回 答

12〔100.0)

4(33.0)

0( 0.0)

7(58.3)

1( 8.3)

15(100.0)

6(40.0)

0( 0.0)

6(40.0)

3(20.0)

20(100.0)

6(30.0)

1( 5.0)

10(50.0)

3(15.0〕

20(100.0)

8(40.0)

1〔 5.0〕

10(50.0)

1( 5.0〕

鯛 ｢お酒｣の健康への影響を知 りたいか
1. は い

2. い い え

3. そ の 他

4. 無 回 答

79〔100.0)

32(40.5)

36(45.6)

6( 7.6)

5( 6.3)

89(100.0)

39(43.8)

28(31.5)

8〔 9.0)

14(15.7)

95(100.0)

46(48.4)

26(27.4)

19(20.0)

4( 4.2)

86(100.0〕

36(41.9)

35〔40.7)

14(16.3)

1( 1.2)

帥 女性の飲酒者の増加

1. よい こ と

2. よくないこと

3. 時と場合による

4. そ の 他

5. 無 回 答

79〔100.0)

2( 2.5)

21(26.6)

46(58.2)

9(ll.4)

1〔 1.3)

89(100.0)

6〔 6.7)

23(25.8)

52(58.4)

7( 7.9)

1( 1.1〕

95(100.0)

7( 7.4)

24(25.3〕

47(49.5〕

15(15.8)

2( 2.1)

86(100.0)

4( 4.7)

29(33.7)

49(57.0〕

4( 4.7)

o( 0.0)
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本

鵬 妊娠中のアルコール飲用は胎児に影響す

るか

1. 影 響 す る

2. 影響しない

3. わからない

4. そ の 他

5. 無 回 答

79(100.0)

31(39.3〕

3( 3.8)

41(51.9)

2〔 2.5)

2( 2.5)

的 影響の内容

(複数回答あり〕

1. 奇 形 児

2. 知恵おくれ

3. 虚 弱 体 質

4. 障 害 児

5. 発育を妨げる

6. よくわからない

7. そ の 他

表 3 回答分布の学年別,男女別差

(3日 (8)のCl鋤きa9 L 的
学 年 別 I l** l *

男 女 別 】** ***
有意水準

*P<0.05,串*P<0.01, ***Pく0.001

設問 (8トC:初飲時の感想については,全体で ｢お

いしかったのでまた飲みたいと思った｣が22.0%にすぎ

なかったが,逆に,｢二度と飲みたくないと思った｣は

40.2%と高い値を示した.これらの回答には,男女差は

なかったが,学年間に差が認められた (P〈O.01).即

ち,二年生の方が,｢おいしかったので,また飲みたい

89(100.0)

58(65.2〕

0(0.0)
31(34.8〕

0(0.0)
0(0.0)

95(100.0〕

47(49.5)

3( 3.2)

41(43.2)

2( 2.1)

2( 2.1)

86(100.0)

56(65.1)

0(0.0)
30(34.9)

0( 0.0)

0(0.0)

杏EE省

28

19

16

20

30

48

3

%

と患った｣が多く(P〈O.05), さらに,｢二度と飲みた

くないと思った｣とした者は少なかった (P〈O.01).

設問 (8)-D: 回答者のうち,｢お酒｣の種類について

紘,ビール 〔39.6%),ワイソ (25.2%),日本酒 (22.7

%)の順で,飲酒量は,酒種によるアルコール含量は無

視すると,59.7%がコップ1杯以下であった.さらに,

飲んだ相手としては79.8%が ｢家族｣で,ついで ｢友

人｣,｢一人で｣が,それぞれ9.4%ずつあった.

設問 (9): ｢お酒｣を飲んだ ことのない者の理由とし

ては, ｢その他｣が最も多く,49.3%を占め,個々人

様々であった.

設問 ao): ｢お酒｣の健康への影響を知りたいか どう

かについては,全体で ｢はい｣が43.8%,｢いいえ｣が

35.8% であった.この回答では,3年生の方に,｢その
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他が多い (P<0.05〕だけで.その他は,男女別,学年

別に差はなかった. 1

設問 的: 最近の女性の飲酒者増加の現象について

紘,｢時と場合による｣が55.6%と最も多く,｢よくない

ことだと思う｣が27.8%とついだ.

設問 的: 妊娠中のアルコール飲用が,胎児に影響を

与えるということを聞いたことがあるかという問いに対

してほ,全体で,｢ある｣が56.2% であり.この回答は

女の方に多かった (P〈O.01).

設問 個: ｢ある｣と答えた者の知識の入取媒体とし

ては,延回答数中,｢テレビ｣が34.3%,｢人から｣ が

31.0% と多かった.これらの回答の割合には男女差が

あったが,特に女の方に,｢人から｣が多かった (P<

0.001).

設問 掴: 妊娠中のアルコール飲用が胎児に ｢影響す

ると思う｣が55.0% で最も多かったが,｢わからない｣

が41.0% でついだ.又,｢影響すると思う｣は女に多

かった (P〈O.001).

設問 個:｢影響｣の内容については,延回答数中,

｢よくわからない｣が26.9% と最も多かったが,一方,

｢1.-5.の具体的な障害｣の回答も,71.491oFこ達した.

2.コマーシャルとの関係

今回の対象を,｢コマーシャルとの関係｣という視点

で観察する為,便宜的に,設問(6)の回答に従い,次の

3区分に分離し,さらに,それぞれを,学年別,男女別

に細分した.なお,設問(6)の回答のうち,3.は全体で

3名しかいなかったので,対象者から除外した.
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(分業貞)

グループA:設問(6)の回答 1(自分もいつかは)

･/B: ,7 2(自分に関係ない)

// C: J> 4(そ の 他〕

次に,今回のアンケート調査の設問の中で柱である,

設問(2),(3),(7),鯛 を抽出し,各回答が,それぞれ,

五段階,ないしは三段階評価に耐えうると判断して,以

下の様にスコア-を与えた.

(スコアー)

設問 (2): ｢お酒｣の必要性

回 答 ト-=5
〃 2-- 4
J> 3･-･12
4 4--･1

J> 5 - .･･3

点

点

点

点

点

設問 (3): 大人になったら ｢お酒｣を飲む

回 答 1-- 3 点
々 2-･- 1 点
〃 3-- 2 点

設問 (7): 飲 酒 経 験

回 答 1 -- ･3

4 2 - - - 1

/̂ 3-- 2

表 4 小グループ別設問間の相関係数

占
…
占
3.
占
…

(2)と(3)0.446串N-260.691***N-330.468**N-34 0.344串N-38 0.488**N-330.495**N-37 0.606**N-22
(2)i(7) 0.365串N-34 -0.464串N-220.393*N-26
(2)とaO)
(3)と(7)
(8)とOJO) 0.405*

N-26

有意水準 *P<0.05 **P<0.01 ***P<0.001
0.749単軸
N-26
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設問 acI):｢お酒｣の健康への影響

回 答 1･･･- 3 点
々 2.･･- 1 点
々 3･--2 点

ここで,12の小グループ,それぞれについて,上記

の4つの設問間で相関分析を実施し (それ ぞれの対応

する設問間で無回答は除叶),有意な相関を表4に示し

た.

これを,まず,コマーシャル打対する反応別に観察す

ると,｢自分もいつかは飲んでみたい｣のAグループで

は,2年生の男女は,設問(2)の世の中における ｢お酒

の必要性｣ と設問(3)の ｢将来の飲酒｣ のみが正の相関

を示し,3年生の男では,これに,設問(2)と(7)の ｢飲

酒の経験｣間の正の相関が加わっている.ところが,3

年生の女では,設問(2)と(8)の正の相関もなかった･次

に,｢自分には関係ないことだと思う｣の Bグループで

紘,2年生の女を除いて,設問(2)と(a)の間に正の相関

があったが,他は全て相関はなかった.又,｢その他｣

のCグループでは,2年生の男女には設問間に全く相

関はなく,3年生の男女に,いくつかの相関が観察され

た.即ち,質では,設問(2)と(a)の問には,前述したい

くつかの小グループと同じく正の相関が存在したが,

設問(2)と閏 の問は負の相関であった.一方,女では,

逆に設問(2)と(7)が正の相関を示し, さらに,設問(3)

とot?設問の ｢お酒の健康への影響を詳しく知 りたい｣

と正の相関を,又,設問(7)と個 でも正の相関を示し

た .

以上の観察からは,グループの性格を規定した3つの

属性 (｢お酒のコマーシャルに対する反応,学年,性)

と,4つの設問間の有意な相関係数間には特に一定の傾

向は認められ なかったが,いくつかの指摘は可能であ

ら.例えば,｢お酒｣のコマーシャルを見て,｢自分もい

つかは飲んでみたい｣又は ｢自分には関係のないことだ

と思う｣グループは,｢世の中に ｢お酒｣は必要｣であ

るなら,｢自分も大人になったら飲みたい｣(又はその

道)が主であり,｢その他｣の自分なりの意見を持って

いる3年生の女は,｢世の中に ｢お酒｣は必要｣なら,

｢自分も飲んだ｣(又はその道)とし,｢大人になったら

｢お酒｣を飲む｣なら,又は,｢｢お酒｣を飲んだ｣から.

｢｢お酒｣の健康に対する影響を詳しく知りたい｣(又は

その道)のだとも考えられる.しかし,全てのグループ

において,｢世の中に ｢お酒｣は必要｣だからといって,

｢お酒｣の健康に対する影響を詳しく知 りたい｣とは言

えないし,｢大人になったら ｢お酒｣を飲みたい｣ から

といって,｢｢お酒｣を飲んだ経験がある｣訳でもないと

いうこと等があげられる.

3. 集団の方向性

結果の最後として,今回の中学生の集団が, コマー

シャルの反応別に,今後,飲酒に対して,どのような方

向性をとり得るかということを要約する為に,以下の主

成分分析を行なった.

まず,｢2.コマーシャルとの関係｣で検討した4つの

設問のうち,｢社会における飲酒-の価値感｣という意

味で設問(2)杏,次に ｢将来の飲酒予定｣という意味で

設問(a)杏,さらに ｢飲酒の害の予防｣という意味で設

問鯛 をあらためて抽出し,12の小グループ別に設問ご

とのスコア-の平均値を算出した.ここで,この12のグ

ループの3つの平均スコア-を変数として N-12の主

成分分析を行なった (表5).

表 5 相関係数行別の固有値及び固有ベクトル

各成分の解釈として,第1主成分の係数はいずれも

約0.57であり,｢全般的な ｢お酒｣への親和性｣を表し

ているとした.この第1主成分で,即に累積寄与率が

85.74%に達し,第2主成分の固有値は1よりも小さい

が,細 の設問にのみ マイナスのベクトル値が存在し,

｢社会における飲酒への価値｣を認めたり,｢将来,飲酒

する｣のが主であれば大きい値をとり,逆に.｢飲酒の

害を知ろう｣と予防的に動けば小さな値を取り得ること

から,この,第2主成分は,｢酒飲みの可能性の大小｣

を表現していると解釈されるのであえて取 りあげた.

図1をみると,まず,第1主成分軸上に,A,C,Bの

グループ順に並んでおり,｢全般的な ｢お酒｣への親和

性｣は,テレビ等のコマ-シlヤルに感化されている可能

性が示唆された.一方,全てのグループにおいて,｢将

来,酒飲みの可能性の大きい｣と思われる小グループ

が,同様に存在していることも注目される.これは,
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Ⅱ (将来.酒飲みの可能性大)
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図 1 第1主成分-第2主成分平面における各小グループの位置

A,B,C,それぞれのグループにおける男の小グループ

に多く見られたが,B グループの3年生の女も,女に

しては高い得点を示していることも注目された･

又,最も,｢将来,酒飲みの可能性｣の小さなグル-

プとしては,C グループの3年の女,ついで, B グル
ープの3年の男であった･

考 察

今回は,中学生の飲酒行動形成過程を ｢テレビ等のコ

マーシャル｣の影響という観点で解析を試みた訳である

が,以下に,今後,解決されるべき2,3の問題点につ

いて言及したい.

1. 7ンケー ト調査の内容

設問(6)の選択技は4つ設定したが,以外と4･｢その

他｣が22.9%もあり,コマーシャルに対する反応別に解

析するためには,今後,｢その他｣〔-Cグループ)の内

容を個々に分析し,適切な反応区分をより多く設定する

必要がある.又,設問(8)では,主に,記述式の回答形

式にしたが,回答のいくつかは,設問の主旨からはずれ

ていた.従って,今回は,テレビ等のコマーシャルの反

応別の飲酒状況の分析は省略した･できるだけ適切な選

択式に変更すべきである･

2.今後の研究の方向

コマーシャルに対する反応別にいくつかの解析を実施

-

(
一
般
的
な
酒

へ
の
親
和
性
大
)

したが,これらはコマーシャルの影響を証明しているこ

とには ならない.つまり,因果関係を証明しているの

ではなく,設問間の相関や,反応グループ別の傾向を観

察しているにすぎない･ただし,今回の観察では,コマ

ーシャルと,｢｢お酒｣-の親和性｣は'関係が示唆され

たものの,コマーシャルと ｢将来の酒飲みの可能性｣は

特に関係がなかった訳である･即ち,中学生は,テレビ

等のコマーシャルに よって,_｢お酒｣になじんでいる可

能性はあるにしても,コマーシャルが積極的に ｢将来の

酒飲みの可能性｣を形成しているとは言えないという結

果になった･

今後,青少年における飲酒行動形成過程を解明するた

めには,冒頭で述べたように,多要因について順次,

検討がなされなければ ならない･中でも･斉藤1)6)が

大学生や高校生に対して実施して いるような,CMI,

MMPIを用いた心理 ･人格傾向調査と飲酒行動に関す

るアソケ-トの組み合せを中学生にも応用すべきと考え

る.

さらに,今回とりあげた ｢お酒｣のコマーシャルの問

題も含め,飲酒に対する社会の考え方は国際的に大きく

異なる (米国ではテレビでの ｢お酒｣のコマーシャルは

皆無〕ことから, このような,言わば,｢自然の実験｣

とも言うべき国際間の比較も,青少年の飲酒行動形成の

観点から,今後重要になってくると思われる･
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要 約

青少年を取 りまく飲酒環境の車で,現代に特徴的な

ファクターとして,主に,｢マスコミにおける ｢お酒｣

のコマーシャル｣問題を取 りあげ,これらのコマーシャ

ルが,飲酒行動形成過程にどのような影響を及ぼしてい

るのかを,中学2,3年生の男女を外象として アンケー

ト調査を実施した.その結果, コマーシャルを見て,

｢自分もいつかは飲んでみたいと思う｣グループは ｢｢お

酒｣への親和性｣が大きく,｢自分には関係ないことだ

と思う｣グループは小さかった･しかし,コマーシャル

-の反応とは無関係に ｢将来,酒飲みの可能性｣の大き

いグループが存在した.
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